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二宮の特産品「みかん」。柑橘は古代から二宮とゆか

りがあります。弟橘媛（オトタチバナヒメ）は入水し、その櫛や

袖が二宮の海岸に打ち上げられて、その櫛を山頂に埋め

て祀ったのが吾妻神社。この地に住んでいたという説もあ

ります。また、奈良時代に特産品として柑橘を大和朝廷に

献上したという記録や、奈良時代以前からみかん屋敷と

いう地名があったとも言われています。 

二宮では明治時代からみかんを栽培し、柑橘栽培に

関係する神奈川県園芸試験場、東大二宮果樹園、東

農大柑橘園などが誘致されています。湘南スタイルの元

祖とも言われている吉田五十八や山川方夫などが通っ

た湘南電車はみかんをデザインした車両。山川邸にはみ

かんが植栽されていました。 

11 月 21 日（日）に walkwalk 地域探検ツアーでみかん

の収穫体験を実施。「湘南♡みかん育て隊」の収穫作業

は 12月 12日（土）に行います。みかんのある暮らしは、湘

南の残したい資産、二宮の未来に残したい風景です。 
 

 

 
 

 

共育のまちづくり 
 

私たち二宮

が大好き。 

 

 

 

のつぶやき 

忘
れ
ら
れ
た
豊
か
さ
探
し
の
一
環
と

し
て
、
里
山
再
生
活
動
の
「
湘
南
♡
み

か
ん
育
て
隊
」の
実
施
、
畑
づ
く
り
等
へ

の
参
加
。
そ
し
て
、
東
大
二
宮
果
樹
園

跡
地
の
調
査
や
花
壇
な
ど
の
手
入
れ
を

行
う
「walkw

alk

地
域
探
検
」。
活
用
協

議
会
遊
学
文
化
部
会
と
し
て
提
案
し

た
様
々
な
事
案
を
実
現
化
、
跡
地
の
魅

力
探
訪
町
歩
き
も
計
画
中
。 

近
代
建
築
物
を
活
用
し
た
二
宮
の

魅
力
づ
く
り
も
９
月
議
会
に
陳
情
し

採
択
。
そ
の
端
緒
と
し
て
「
山
川
文
学

ま
ち
散
歩
」
を
連
載
し
、
小
説
に
描
か

れ
た
場
所
を
調
査
中
。
そ
し
て
昭
和

31

年
発
行
の
二
宮
町
郷
土
誌
も
発

見
。(

４
頁
参
照
）
実
際
の
町
歩
き
計
画
も
。 

仲
間
が
集
い
情
報
拠
点
と
す
る
「ま

ち
か
ど
遊
学
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
９

月
に
開
設
。
旧
山
川
邸
を
一
昨
年
湘

南
遺
産
選
定
へ
、
来
年
１
月
に
大
磯
、

二
宮
の
「湘
南
遺
産
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」(

４

頁
参
照
）
の
二
宮
ガ
イ
ド
も
。 

こ
こ
数
年
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
旧
吉
田
五
十
八
邸
も
大
沼
議
員

の
仲
介
で
依
頼
し
た
草
刈
り
が
実
施

へ
。
今
後
も
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。 

忘
れ
ら
れ
た
豊
か
さ
探
し
「ふ
れ
愛

遊
学
探
訪
」
の
仕
組
み
づ
く
り
と
し

て
、
「walkw

alk

地
域
探
検
」と
「walkw

alk

地
域
探
検
ツ
ア
ー
」
を
充
実
さ
せ
、
関

心
の
あ
る
方
に
協
力
を
仰
い
で
徐
々
に

組
織
化
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。 

し
お
風
ブ
ロ
グ
「
湘
南
♡
風
と
星

物
語
」
㏌
二
宮
に
読
者
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「まちかど遊学文化コミュニティ」ギャラリー展示も実施中♡ 

 

 

「まちかど遊学文化コミュニティ」は、自然や季節を感じながら楽

しく学び、語らうコミュニティを作りたいと、空き店舗の一角を活

用して今年9月に開設しました。屋外は野草の寄せ植え、テー

ブル 2台、椅子8脚を置き、憩える「まちなか♡ほっと花処」。室

内は仲間が集うだけではなく、ギャラリー展示もしています。 
 

10月は「ひげの西山さんと親しまれた漁師西山敏夫 

さん写真展」、11月は「サフラン展」。 

12月は「山川秀峰・方夫邸の魅力展」を開催中。 

1月は「新春 畑の生け花展」（3頁参照）。 
 

お気軽にお立ち寄りください。 

 
  

http://shiokaze.blog.jp/archives/1078293531.html 
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提  言 

 

 
 

シ
ン
ポ
か
ら
始
ま
る
動
き
を
。 

12

月

６
日

（
日
）
、
新
庁
舎

建
設
町
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ(

９
～
11

月
４
回
実
施
）
で
検
討

さ
れ
た
様
々
な

意
見
や
ア
イ
デ
ア

な
ど
の
発
表
と
総

括
の
場
と
し
て 

「
新
庁
舎
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
シ
ン
ポ
で
新
庁
舎
建
設
基
本
計

画
素
案
が
ま
と
ま
った
わ
け
で
も
具
体

的
な
方
向
が
発
表
さ
れ
た
わ
け
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
も
そ
も
40
年
後
に
庁
舎
が
必

要
か
、
二
宮
町
が
存
続
で
き
る
の
か
と

い
う
問
題
提
起
も
あ
り
ま
し
た
。 

シ
ン
ポ
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
の
感

想
は
、
新
庁
舎
建
設
が
紛
糾
し
て
、
基

本
計
画
が
す
ん
な
り
進
ま
ず
、
白
紙

に
戻
って
良
か
った
、
町
全
体
の
ま
ち
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。 

 

「し
お
風
」の
夢
は
、
「住
民
が
主
役

の
共
育
の
ま
ち
づ
く
り
」
。
つ
ま
り
住

民
自
治
で
す
。 

２
０
１
９
年
11
月
10
日
号
で
、

町
全
体
の
持
続
可
能
な
未
来
像
が
必

要
と
考
え
、
新
庁
舎
整
備
の
代
替
案

を
提
案(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照)

。
町
の
シ
ン
ボ

ル
的
存
在
で
町
民
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
の
吾
妻
山
、
昔
か
ら
の
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
風
土
を
活
か
し
、
吾
妻
山
、
小

学
校
、
駅
前
整
備
、
核
庁
舎
の
新
設

を
一
体
的
に
整
備
。
そ
し
て
、
二
宮

町
が
教
育
、
愛
を
重
視
す
る
町
で
あ

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
吾
妻
山
の
ふ

も
と
、
隣
接
し
た
核
庁
舎
等
を
活
か

し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
教
育
を
行
う
学
校

が
あ
る
こ
と
で
、
子
育
て
世
代
の
定
住

促
進
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
。 

こ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
住
民
が
主
役
の
民
主
的
な
行

政
経
営
を
体
験
し
、
真
の
住
民
自
治

を
具
現
化
す
る
こ
と
で
す
。
新
庁
舎

整
備
の
紛
糾
と
コ
ロ
ナ
禍
を
二
宮
町

を
持
続
実
現
先
進
都
市
と
す
る
契

機
に
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 
 

   

     

住
民
団
体
や
個
人
で
構
成
す
る
「東

京
大
学
果
樹
園
跡
地
運
営
協
議
会
」

が
昨
年
発
足
。
住
民
に
よ
る
公
共
施

設
運
営
が
初
め
て
行
わ
れ
、
今
年
改

善
が
試
み
ら
れ
、
ス
タ
ッ
フ
を
置
い
た

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ 

Ｄ
Ａ
Ｙ
も
実
現
。
町
民
の

集
ま
る
交
流
拠
点
と
し
て
「
二
宮
の

新
た
な
シ
ン
ボ
ル
」と
し
て
模
索
し
始

め
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

財
政
が
逼
迫
す
る
小
さ
な
町
で
あ

る
の
で
す
か
ら
、
二
重
投
資
に
な
ら

ず
に
、
欠
点
を
プ
ラ
ス
に
変
え
る
方

策
が
必
要
で
す
。 

 

町
民
参
画
で
持
続
実
現
都
市
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
を
念
頭
に
計
画
を
！ 

人
口
は
40
年
後 17,000

人
、
町

民
税
は
50
％
以
上
減
少
す
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
設
の
町
債
返

還
は
30
年
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ―

ト
造

建
物
の
耐
久
性
は
50
年
以
上
で
す
。 

こ
う
い
った
こ
と
や
他
の
公
共
施
設

の
大
規
模
改
修
を
考
え
る
と
新
庁
舎

整
備
は
町
の
存
亡
に
関
り
、
単
独
で

計
画
し
て
は
危
険
で
す
。 

二
宮
町
を
持
続
実
現
都
市
に
す

る
た
め
に
、
た
と
え
合
併
し
て
も
現

地
域
の
住
み
や
す
さ
を
失
わ
な
い
た

め
に
も
、
町
の
中
心
拠
点
と
地
域
拠 

「し
お
風
」が
新
庁
舎
建
設
計
画

に
問
題
提
起
し
続
け
、
２
回
陳
情
、

代
替
案
も
提
案
、
要
望
書
も
町
に

提
出
し
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
が
行
政
も
町
民
も
真

価
が
問
わ
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
未
来
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
か
ら
新
庁
舎
整
備
に
投
入

で
き
る
限
度
額
、
自
助
、
共
助
、
公

助
を
具
体
化
し
た
防
災
拠
点
と
し

て
の
新
庁
舎
の
役
割
、
今
後
の
庁
舎

の
在
り
方
な
ど
必
要
と
考
え
る
情
報

も
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
、
ま
っ
た
く
集
会

が
で
き
ず
、
20
地
区
の
地
区
再
編

成
の
検
討
は
止
ま
った
ま
ま
で
す
。 

 

シ
ン
ポ
の
中
で
行
政
の
窓
口
相
談

機
能
だ
け
で
な
く
、
町
民
の
集
ま
る

交
流
拠
点
と
し
て
「
二
宮
の
新
た
な

シ
ン
ボ
ル
」と
し
て
模
索
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
庁
舎
単
独
で
検
討
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。 

 
今
年
東
大
二
宮
果
樹
園
跡
地
の
南

側
に
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
、
交
流
ス
ペ
ー
ス

と
な
る
た
め
に
水
道
、
電
気
、
ト
イ

レ
、
駐
車
場
の
整
備
を
行
う

6,890

万
円
か
け
た
東
大
跡
地
利
活
用
事

業
が
始
ま
って
い
ま
す
。 
利
用
す
る 
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点
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
、
学
校
、

地
域
集
会
施
設
、
東
大
跡
地
な
ど
を

総
合
的
に
考
え
た
新
庁
舎
整
備
を
町

民
参
画
で
真
摯
に
計
画
し
、
今
後
の

住
民
が
主
役
の
民
主
的
先
進
行
政
経

営
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

「し
お
風
」は
昨
年
11
月
に
提
案

し
た
代
替
案
に
固
執
し
ま
せ
ん
が
、

核
庁
舎
に
、
相
談
や
総
合
案
内
業
務

を
行
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
機
能
と
防
災

本
部
を
置
く
企
画
政
策
機
能
、
そ
し

て
住
民
が
主
役
の
民
主
的
行
政
経
営

に
必
須
の
開
か
れ
た
議
会
を
置
く
議

会
機
能
を
集
約
し
、
地
域
集
会
施
設

に
地
域
防
災
拠
点
な
ど
を
分
散
化
し

た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。 

  

新
し
い
シ
ン
ボ
ル
の
交
流
拠
点
は
二

宮
の
歴
史
、
自
然
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

風
景
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
体
感

で
き
る
東
大
跡
地
に
比
重
を
置
い
た

ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

核
庁
舎
の
隣
に
は
吾
妻
山
の
自
然

を
享
受
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

を
配
置
し
、
教
育
、
愛
を
重
視
す
る

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
二
宮
ら
し
さ
を

創
り
あ
げ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

  

節
約
で
き
た
整
備
費
は
、
直
接
的

公
共
福
祉
に
な
る
拠
点
を
つ
な
ぐ
公

共
交
通
の
運
行
や
楽
し
く
歩
き
や
す

い 

 

い
道
づ
く
り
、
二
宮
独
自
の
住
民
が
使

い
や
す
い
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

に
費
や
し
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

町
役
場
の
組
織
風
土
改
革
を
！ 

 

町
民
参
画
の
持
続
実
現
都
市
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
を
念
頭
に
置
い
た
計
画
づ

く
り
や
今
後
の
住
民
が
主
役
の
民
主

的
な
行
政
経
営
を
す
る
た
め
に
は
現

在
の
縦
割
り
、
慣
例
踏
襲
的
な
発
想

か
ら
脱
却
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
職
員
は
現
場
や
住
民
対
話
、
新
し
い

発
想
を
す
る
た
め
に
町
内
を
動
き
、

情
報
収
集
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

w
alkw

alk
地
域
探
検
ツ
ア
ー
は
例
年

好
評
で
、
参
加
者
の
多
く
が
二
宮
を

魅
力
的
と
感
銘
を
受
け
ま
す
。
職
員

は
二
宮
の
魅
力
を
把
握
し
、
住
民
の

幸
せ
を
念
頭
に
お
い
た
幅
広
い
洞
察

か
ら
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
で
町
を

輝
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

あ
な
た
も
先
ず
声
を
あ
げ
て
。 

 

先
ず
住
民
の
あ
な
た
が
声
を
あ
げ

る
こ
と
か
ら
初
め
て
く
だ
さ
い
。
意
見

を
町
に
表
明
す
る
こ
と
を
。
意
見
が

ま
と
ま
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
行
政
職

員
や
議
員
に
質
問
し
た
り
、
友
人
と

話
し
合
って
み
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

  
～立冬～ 

 

 

 

 

こ
ん
な
公
職
者
に 

レ
ッ
ド
カ
ー
ド 

を
！ 

女
性
の
敵
は
女
性
と
言
わ
せ
な
い
で
。 

杉
田
水
脈
（
み
お
）
衆
議
院
議
員
が
、
９

月
に
自
民
党
の
合
同
会
議
で
、
女
性
へ
の
暴

力
や
性
犯
罪
に
関
し
て
「
女
性
は
い
く
ら
で

も
う
そ
を
つ
け
ま
す
か
ら
」と
発
言
し
、
大

問
題
と
な
り
、
11
月
に
は
性
暴
力
の
根
絶

を
目
指
し
て
花
を
手
に
集
ま
る
フ
ラ
ワ
ー
デ

モ
が
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
公

式
な
謝
罪
や
処
分
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

「女
性
の
敵
は
女
性
だ
」と
言
わ
れ
て
、

終
わ
ら
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
公
職
者
が
こ

の
よ
う
な
発
言
を
平
気
で
し
て
し
ま
う
根

底
に
は
人
権
意
識
の
低
さ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。 

 
 

二
宮
町
で
も
数
年
前
に
女
性
職
員
へ
の

セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

き
っか
け
に
職
員
の
人
権
意
識
欠
如
の
改
善

は
徹
底
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

村
田
町
長
は
女
性
で
す
し
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
こ
と
あ
る
ご
と
に
強
調
し
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
し
て
い
る

私
か
ら
見
る
と
、
女
性
職
員
や
町
に
意
見
を

述
べ
る
女
性
活
動
者
に
対
す
る
男
性
職
員
の

人
権
意
識
が
向
上
し
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
。 

「
女
性
職
員
へ
の
セ
ク
ハ
ラ
の
訴
え
を
上
司

が
取
り
上
げ
な
か
った
」「女
性
活
動
者
に
担

当
課
長
が
嫌
が
ら
せ
を
し
た
」
と
い
う
お
便

り
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
火
の
な
い
と
こ
ろ
に

煙
は
立
た
ず
と
言
い
ま
す
。
人
権
意
識
の
徹

底
を
期
待
し
ま
す
。 

 
 

まちかど遊学文化コミュニティ 新春  畑の生け花展  

2011年 1月 10日（日）生け込み、11日（月・祝）展示 9：00～16：00 
 

畑にある野菜や花を使って、畑で生け花を楽しむ会を毎月開催しています。 

今回は、ギャラリーに畑の美を持ち込んでみます。 

主催 岡嵜青洲（龍生派家元教授）☎090-4226-8738百合が丘在住 

 

     

 
 

大磯・二宮なかよしテレビの Facebookページに月 1回「にのみやマチブラ部」の新

作を 11月からアップしています。 

プリンス・ジュンさんと武田利秋さんが町内をブラブラし、お店など二宮町内で活動

する人たちを楽しくレポートしています。ぜひ、ご覧ください。 

大磯・二宮なかよしテレビ https://www.facebook.com/oiso.ninomiya/ 

にのみやマチブラ部 #001 コーラルカフェ 動画 

https://www.facebook.com/103400344869094/videos/372846097148000 
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地域コミュニケーション紙「しお風」は、忘れられた豊かさ探し「ふれ愛遊学探訪」

を進めています。この費用や労力を捻出するために、地域コミュニケーション紙

「しお風」をブログでの配信と年間購読者配布等に切り替えて行きます。 

なお一層のご協力、ご支援をお願いいたします。 

 「しお風」への協賛、カンパなどのご支援、情報提供や配布などのご協力を

お願いいたします。年間購読料 1,00０円でお宅にお届けいたします。 

お問合せ先 まちづくり工房「しお風」神保智子 ☎090-3142-9358   

振込先 さがみ信用金庫二宮支店 まちづくり工房「しお風」 普通 ０２２００３２ 

 

 

 

次回「しお風」の発行は、 

2021年 2月 10日。 
まちづくりビジョンを考察したいと思います。 

 

「しお風さん、旧山川邸」 

イラスト作成 矢戸優人 

 

 

ホームページＱＲコード 
 

参考情報は、ホーム 

ページをご覧ください 
 

 

 

 

第 25回  

湘南遺産ウォッチング 大磯～二宮 

2021年 1月31日（日） 8：40～15：30 

荒天予備日 2月 7日（日） 

8：40 ＪＲ東海道線大磯駅集合 

コロナ禍ですので、マスク着用で屋外中心のウォッ

チングとし、大磯～二宮の「湘南遺産」と、このほど

公開された「明治記念大磯邸園」などを巡り、お昼

は満開の菜の花のもと、各自お弁当とさせていただ

きます。 
 

訪問先 鴫立庵、明治記念大磯邸園、吾妻山公園、 

吾妻神社、旧山川秀峰・五十八邸 
 

参加費 会員 500円、一般 1,000円 

（飲食交通費、鴫立庵入庵料別） 
 

主催 NPO法人湘南遺産プロジェクト 

お申込み・お問合せ 西村智之 ☎090-8894-3354 

         info@shounanisan.net 

山
川
文
学
ま
ち
散
歩 

４
話 

「最
初
の
秋
」を
感
じ
て
➁ 

 

山
川
方
夫
の
文
学
作
品
に
は
二
宮
を
題
材
と

す
る
作
品
が
多
数
あ
り
ま
す
が
、
「
最
初
の
秋
」

で
は
住
ん
で
い
た
屋
敷
、
そ
の
周
辺
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
い
か
に
山
川
文
学
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。 

昭
和
19
年
８
月
か
ら
戦
時
中
の
疎
開
先
と
し

て
海
の
一
番
良
く
見
え
る
と
こ
ろ
と
父
秀
峰
が
選

ん
だ
二
宮
の
海
岸
近
く
に
一
家
で
住
み
始
め
ま

し
た
。
し
か
し
、
12
月
に
は
父
秀
峰
が
急
逝
。

14
歳
か
ら
家
長
と
な
り
、
家
族
へ
の
重
責
、
孤
独

の
苦
悩
も
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
も
東
京
と
行
き
来
し
な
が
ら
、
住
み

続
け
、
一
時
二
宮
か
ら
離
れ
、
昭
和
39
年
５
月

に
結
婚
し
て
二
宮
に
戻
り
、
夫
婦
二
人
だ
け
で

二
宮
に
住
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
翌
年
昭

和
40
年
２
月
に
二
宮
の
横
断
歩
道
で
ト
ラ
ッ
ク

に
撥
ね
ら
れ
、
亡
く
な
って
し
ま
い
ま
す
。 

短
い
結
婚
生
活
で
し
た
が
、
山
川
に
孤
独
か
ら

解
放
さ
れ
た
安
住
を
与
え
ま
し
た
。 

       

町
内
の
散
歩
も
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。 

「
最
初
の
秋
」
は
冒
頭
か
ら
「
秋
の
朝
だ
。

私
は
い
ま
二
宮
の
町
を
歩
い
て
い
る
。」
か
ら
始

ま
り
、
①
郵
便
局
、
②
八
百
屋
、
③
薬
屋
、
④
本

屋
、
⑤
た
ば
こ
屋
、
⑥
踏
切
が
記
述
さ
れ
て
い

ま
す
。
散
歩
し
た
当
時
の
⑦
栄
通
り
や
⑧
北
口

通
り
な
ど
の
商
店
街
は
、
昭
和
31
年
発
行
郷
土

誌
に
単
一
店
化
し
た
大
き
な
駅
前
街
（
78
店
）

を
な
し
、
生
活
必
需
品
、
更
に
文
化
度
の
高
い

店
が
並
ん
で
い
る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

山
川
が
散
歩
し
た
道
を
考
え
て
み
ま
し
た
。 

 

ご
意
見
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町の中心部に位置する、自然豊かな気持ちの良い

場所です。多様な植物、広い敷地は、季節を感じ

ながら憩うには、とってもおすすめ。ぜひ、遊びに来て

みませんか。 

（小雨程度なら開けています。） 
 

OPEN DAＹ以外の日には正門は閉まっています

が、南門は開いています。 

スタッフはおりませんが、ご自由にお入りください。 
 

お問合せ 東京大学果樹園跡地活用協議会 

tokaen.kannri@gmail.com 
二宮町企画政策課 ☎0463-71-3312 

 

OPEN DAY の お知らせ 

12月 21日（月）、26日（土） 

2021年1月 11日（月・祝）、 

19日（火）、25日（月） 
 10時～16時半スタッフおります。 

もっと にのみや わくわくらいぶ 発信中 

二宮町の風景と町内の商品を紹介する１分間CM

動画です。にのみやわくわく団が制作し、YouTube

に月 1回新作をアップ中。ぜひ、ご覧ください。 
https://www.youtube.com/channel/UCd0A5B78A

Tf8ZP2-v_bOAxQ?view_as=subscriber 

 

 東大果樹園跡地に 

遊びにおいでよ！！ 

      椿の苗を譲ってください。 

畑に椿を植えたいと考えています。譲っていた 

だけないでしょうか。樹高 1ｍ程度で堀上済だ 

とありがたいです。連絡先 岡嵜☎090-4226-8738 

 

 
2018年に開催された山川方夫と

「三田文学」展のちらしには、自

宅の庭でくつろぐ山川夫妻と「最

初の秋」に登場した犬も撮影され

た写真が使われていました。 

二宮駅 

0
 

① 
 

② 

③ 

④ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑤  

 

昭和30年か 40年代頃の栄通り

商店街の風景 

  

☟海岸 


